




長谷川　公一 先生
東北大学大学院文学研究科教授　専攻・環境社会学

地域の「人と資源」で挑む地球温暖化問題

実は、私たち市民の身近なところで、様々な興味深い研究が進められています。その研究内容や
経緯、研究者の横顔、「学び」に対する想いなどを、研究者ご本人に語っていただくコーナーです。
今回ご登場いただく方は、切り口が多岐にわたる環境問題に「環境社会学」から鋭く迫る東北大
学大学院文学研究科の長谷川公一先生です。

　環境社会学は、1970年代半ばに米国で提唱されて始まった

学問ですが、この分野で日本は今世界をリードしている国の一

つです。それには理由があります。

　69年にアポロ11号が月面着陸に成功したとき、不毛な天体

である月に比べて地球が恵まれた星であることに、多くの人々

が氣付かされました。「宇宙船地球号」という言葉が実感を持っ

て語られるようになり、翌70年には地球環境について考える

「アースデイ」の初めての大規模なイベントが開催されます。

さらに72年にストックホルムで「国連人間環境会議」が開かれ、

73年にオイルショックが世界を襲うと、環境問題は一部の人

や地域だけのものではない人類全体にとって重要な問題なの

だという認識が広まりました。

　一方、日本は50年代後半から70年代にかけての高度経済

成長期に、深刻な公害問題を経験します。その克服の過程で、

社会学や経済学といったそれまで人間社会のみを対象としてき

た学問も、人間が生きる環境を含めて考察する方向へと舵を切

りました。先駆者である飯島伸子先生（故人）は68年に水俣

病を題材とする修士論文を書かれましたが、これは公害を取り

上げた世界初の社会学的研究だったと言えるでしょう。

　日本で環境社会学会が設立されたのは92年ですが、実はそ

動や騒音が小さくなりました。建設に時間と費用はかかりまし

たが、高架の柱は太くて地中でつながっていますし、鉄橋もよ

り頑丈に作られています。「ルールに従って正しく争う」こと

で多くの問題が解決し、その経験が次に活かされるということ

を、私自身も体験的に学ぶことができました。「正しく争える

社会こそが成熟した社会」という考え方は、日本でも次第に認

められつつあるように思います。

　今、市民には住民投票や株主代表訴訟といった権利の行使の

方法があります。社会的な活動に取り組む団体が法人格を持て

るNPO法人（特定非営利活動法人）の制度もできました。国

内外の情報の入手も容易になり、市民は問題が起こってから立

ち上がるのではなく、問題を未然に防いだり、自ら政策を提言

したりできる存在になったのです。

　さらには、環境に配慮した事業を新たに起こすこともできま

す。2001年に始まった「生活クラブ生協・北海道」を母体と

する風力発電事業は、その典型的な例です。原子力発電に疑問

を抱く人々などが、寄付ではなく出資という形で1億5000万

円もの資金を集めて始めました。「市民風車」と呼ばれるこの

活動は、実は私の提案をきっかけとして生まれたものです。宮

城県では風の強い場所が少ないために実現できていませんが、

研究者と市民とが力を合わせて作り上げたビジネスモデルと

して、今後さらに広がる可能性があると思っています。

　　

　雪道用のタイヤが道路を削る宮城県のスパイクタイヤ粉塵問

題は、市民的な運動の広がりで公害問題を解決できた数少ない

例です。1985年、全国に先駆けて「宮城県スパイクタイヤ対

策条例」が公布されたことは、もっと誇って良いと思います。

　しかしスパイクタイヤ問題が、問題も成果も目に見えやす

かったのに対して、今大きな話題になっている地球温暖化問題

は、危機的状況も、行動による成果も「目に見えにくい問題」

です。私は「ストップ温暖化センターみやぎ」のセンター長を

務めていますが、この問題の解決のためには、個々の地域での

取り組みも重要であると考えています。

　特に農村部は、都市部に比べて温暖化問題との関わりを実感

しやすいのではないでしょうか。氣候の変動によって、作物の

商品価値が激しく変動したり、新たな病害虫の被害が発生した

りすることがあります。しかも地域の森を守ることも、地球温

暖化を止めることにつながります。農村の人々が、自然保護や

環境保全に積極的に取り組むことで、都市住民に対して「時代

の先進地」をアピールすることができる時代になったのです。

　塩竈の港湾地域には多くの水産加工場があります。かまぼこ

を作るのに使った廃食油は、かつてはお金を払って業者に引き

取ってもらっていました。しかし今では「塩釜市団地水産加工

業協同組合」が自ら回収し、自動車用の燃料に再生して使って

います。この取り組みは宮城県知事賞に輝くとともに、昨年度

の「ストップ温暖化『一村一品』大作戦」の全国大会でバイオ

マス賞を獲得し、大きな反響を呼びました。

　「ストップ温暖化センターみやぎ」では、県の指定をうけて

市民有志を募って地球温暖化防止活動のための推進員を養成し

ています。研修の内容は本格的です。現在は県内でおよそ90

名の推進員が活躍していますが、メンバーは50代後半から60

代前半の男性が多く、エネルギーや電機関係の仕事の方が目立

ちます。熱心に学び、子どもたちや地域の人々に正しい知識を

伝えることにやりがいを感じてくださっている姿は頼もしい限

りです。

　社会人経験、子育て経験を持つ方々が再び学び、得た知識を

社会貢献活動に活かしていくというのは素晴らしいことだと思

います。私たちのセンターの活動にとどまらず、地域に学びの

場が広がり、学ぶ人が増え、さらにはそれが行動の変化に結び

ついていくことを強く願っています。

（取材＝2008年5月27日／東北大学文科系合同研究棟201号室にて）

おじゃまします
学びの庭に

日本の伝統的自然観を研究に活かす

「正しく争う」ことが住みよい社会をつくる

地域での学び、そして行動へ

れ以前に公害研究の長い歴史があったのです。環境問題への関

心の高まりとともに学会の会員数は増加し、現在では約700

名、世界的に見ても最大の規模となっています。

　滋賀県知事の嘉田由紀子さんは、長く琵琶湖の研究に携わっ

てきた環境社会学者でもあります。彼女は琵琶湖と人間の関わ

りあいの歴史を調べ、上下水道が整備されて以後、水質汚染が

むしろ急速に進んだことを明らかにしました。琵琶湖に注ぐ川

の水を取って使っていた時代の方が人々は水の汚れに敏感で、上

流と下流に暮らす人々の間で互いを思い合う氣風があったのです。

　また、日本人には昔から排泄物を肥料として用いる知恵と技

術がありました。当時世界一の人口を養っていた江戸の町が清

潔に保たれていたのは、近郊の農地との間でリサイクルが機能

していたからです。人間と自然をはっきりと区別する欧米の世

界観とは違って、日本の伝統的な世界観は自然との共生を当然

のこととして、環境的制約の中で生きることを受け入れてきま

した。日本の環境社会学研究が大きな成果を上げてきたのは、

以上のような歴史と無関係ではないのです。

　私自身は、80年代に新幹線の騒音公害・建設問題に取り組

むことでこの分野を専門とするようになりました。調査を進め

るうちに、騒音問題は技術的問題である以上に、社会問題であ

るという思いを強くしました。国鉄側が官僚的であることによっ

て紛争がこじれるケースが多かったのです。

　当時の国鉄は「建設予定地をあらかじめ知らせると土地の買

い占めが起こるから」などの理由で、情報を出そうとしません

でした。騒音対策も不充分でした。これに反発した住民側が、

ヨーロッパで一般的になりつつあった環境評価（アセスメント）

の知識を得るなどして対抗し、互いに不信感を募らせたまま交

渉していたのです。

　双方が次第に互いの主張に耳を傾けるようになった結果、東

北・上越新幹線は対策が前進し、東海道新幹線よりはるかに振
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応募
方法

【応募締切】2008年8月20日　当日消印有効

懸賞懸賞

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。北條祥子先生の記事もご覧下さい。

クイズ
Q.1　宮城県などで深刻化し、全国に先駆けて対策がとられた公害問題は？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント



北條　祥子 先生
尚絅学院大学総合人間科学部生活環境学科教授　専攻・環境医学

“母乳”から考えはじめた「健康と環境」

今回お二人目の先生は、
環境問題に女性の視点・生活者の視点でアプローチする、
尚絅学院大学総合人間科学部生活環境学科の北條祥子先生です。

　私が籍を置いている生活環境学科は、時代の要請に応えて昨

年度設置されました。かつての環境問題は特定の発生源が存在

するケースがほとんどでしたが、現在では、私たちの日常生活

から排出される物質が環境に大きな負荷を与えています。環境

の悪化に歯止めをかけるためには、そのメカニズムを追求する

だけでなく、自らの生活を改める必要があるのです。

　私たちの便利で豊かな生活は、地球温暖化をはじめ様々な環

境問題を引き起こし、その影響が異常氣象などとして大きな被

害として自分たちに戻ってきます。私たちは、自分が被害者で

あると同時に加害者にもなってしまっていることを自覚しなけ

ればなりません。しかし、そのことは自覚しにくいのも事実で

す。環境問題をいろいろな角度から広く勉強し、自分たちの問

題として解決法を考えるためのツールとして「eco検定」（東

京商工会議所）があります。そこで、私の学科では、学生たち

に受検するよう指導しています。

　今社会では、環境問題について正確な知識を持ち、率先して

その解決に取り組むことのできる人材、そして環境と経済が両

シックハウス症候群の発症要因は必ずしも建材ばかりでなく、

シロアリ駆除剤、芳香剤、農薬・殺虫剤などさまざまな身近な

化学物質が微量で影響すると考えられています。

　「シックハウス症候群」は2年前からは検査や治療に健康保

険の適用を受けられるようになりました。ただし、医師が診断

するためのマニュアルはまだ確立していません。そこで、厚生

労働省では「シックハウス病態解明研究検討委員会」を発足さ

せ、今年度中に作成する予定です。私はその検討委員会の一員

としてマニュアルづくりを行っている最中です。

　それでも、家を新築する際にコストだけでなく環境や健康の

ことを考えて少し高くても安全な素材を選んだり、省エネに配

慮した住宅を選択する人は確実に増えています。特に、女性が

情報を集めて行動するようになったのはうれしいことです。一

般に、男性は経済性や効率性を最優先する傾向がありますが、

女性は経済性より、環境や子どもの健康の方を優先に考える人

が多いです。私も、アトピー性皮膚炎で苦しんでいる孫のため

にも、できることをしたいと強く思います。そこで、これから

も女性の視点、生活者の視点で研究を進め、発言していきたい

と考えています。

　私は、東北大学の職場保育所に子供をあずけ、昼休みは子

どもに母乳をやりに行きながら、苦労して二人の子どもを母

乳で育てました。大変でしたがそれをやりぬきました。それ

は母乳は子どもの発育にとってかけがいのないものだとの信

念があったからです。“その母乳がダイオキシン汚染されてい

るから、ミルクに変えよう”といった声が起こった時、“その

解決はおかしい”と、『よくわかる環境ホルモンの話』（合同

出版）という本を出版しました。本の反響は大きく、私は青

森から岡山まで全国約50地域の250カ所から講演に呼ばれ

ました。

　多くの女性が、自分の子供の健康を案じ、一般の方にはな

じみのない環境ホルモンという専門用語を懸命に理解しようと

する姿に、強く胸をうたれたことを思い出します。10年前の

ことです。しかし、問題は解決していないのに、今では、環境

ホルモンという言葉さえ、忘れ去られています。これでいいの

でしょうか？

　環境問題が叫ばれる今の時代の子育てに大きな不安を抱いて

いらっしゃるかもしれません。ことに、これから出産する方や

小さなお子さんがいらっしゃる方や子どもにアレルギー症状が

出ているような場合は、なおのことです。もしも私がそうした

方から相談を受けたら、「ご自分が悩んだり関心を持っている

ことから逃げず、本を読んだり、講演会に出席するなどして勉

強して、問題解決のために何ができるか考え、できることから

実行なさってみてください」とお答えしたいと思います。環境

問題の解決は、「こうしなければならない」「こうするべきだ」

ということはありません。例えば買い物の際に不要な包装を断

ることも、大きく考えればゴミを出さないことで環境への負荷

を減らし、環境汚染を減らし、ご自分のお子さんの健康を守る

ことにつながると思います。

　食生活では、表示をみて、できるだけ着色料や添加物の入ら

ない食品を選ぶこと。地産地消、旬のものをおいしくいただく

こと。必要のないものを買わないこと。自動車にばかり乗らず、

自転車に乗ったり歩くこと、歩けば、バス代も節約できるし、

四季折々の草花を楽しめます。環境問題解決は楽しいことも多

いのです。肩の力を抜いて、無理なく、楽しみながら少しずつ

自分の生活と価値観を地球にやさしくなるように転換すること

ができれば、その分だけ間違いなく環境問題の解決に近づくこ

とになるのです。

（取材＝2008年5月30日／尚絅学院大学1号館 北條研究室にて）

おじゃまします
学びの庭に

環境の専門知識を持つ若者を育てる

暮らしの中には環境汚染物質がいっぱい

興味・関心が「学び」の入り口

立しうる「持続可能な社会」づくりに貢献できる人材が求めら

れています。私たちは、まさにそうした若者たちを育成しよう

としているのです。

　研究面では、私は、環境と健康の関わりを研究する環境医学

を専攻しています。臨床環境医学会に所属しており、アレルギー

疾患、シックハウス症候群・化学物質過敏症などの健康障害の

発症要因などの研究をしています。

　花粉症患者は、この20年間で7倍に増えたと言われていま

す。アレルギーは遺伝要因と環境要因が大きいと言われていま

すが、遺伝要因が短時間で変化するはずがありませんので、環

境要因が大きいと考えざるをえません。どんな環境要因でしょ

うか？“花粉症の有症率は杉の木が多い田舎より、都会の方が

高い”という事実が一つのヒントになります。車の排ガス汚染、

ストレス、残留農薬や食品添加物などの食品汚染などいろいろ

の要因が複雑に影響しあって杉花粉症を発症しやすくすると

考えられています。従って杉花粉症を治すためには、杉花粉を

避けるだけでなく、生活環境を改善し、規則正しい生活をして

免疫力を高めることも大事です。

　人の体には、異物に対する許容量があります。コップをイメー

ジしていただければ分かりやすいのですが、その大きさは人そ

れぞれです。体に良くないものがたまって限界に達しているとこ

ろに、季節が巡って杉花粉が加わることで発症しやすいのです。

　まずは、有害と思われる環境要因を一つ一つ生活から取り除

いていくことが大切だと言うことができます。

　このように、環境問題は地球規模の大きな問題であると同時

に、衣食住という日々の暮らしの問題でもあるのです。衣服に

ついて言えば、私たちの学科の学生たちは、たとえば親がもう

着なくなった洋服に手を入れてリサイクルファッションを楽し

むという授業を通じて、限りある資源を大切にすることの意味

を学びます。

　住居についてはどうでしょう。私は、建材などに含まれる

ホルムアルデヒドなどの化学物質が、住む人の健康障害を起

こす「シックハウス症候群」の問題に長く携わってきました。

《プロフィール》
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※応募いただいた個人情報は連絡・発送作業にのみ使用いたします。

応募
方法

【応募締切】2008年8月20日　当日消印有効

懸賞懸賞

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。長谷川公一先生の記事もご覧下さい。

クイズ
Q.2　新築の住居などで起こる頭痛・湿疹などの体調不良の呼び名は何症候群？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント


